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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】感染リスクを回避し、繰り返し使用できる滅菌
カバーを提供する。
【解決手段】滅菌カバー１００は、カバー本体１と、カ
バー本体に設けられる密着部２と、カバー本体内に形成
される保護空間３とを含む。カバー本体は、病原菌を消
滅させる抗菌外層とフィルタ層とが互いに積層されて形
成される滅菌基布１１を有し、抗菌外層は外部空間に向
いており、フィルタ層は保護空間に隣接している。密着
部は、保護空間をカバー本体の外側の外部空間から遮断
するように、カバー本体を密着させるための２つの突き
合わせ縁部２１を有する。滅菌基布の抗菌外層によって
カバー本体を通過する空気中に含まれる病源を先に消滅
させた後、フィルタ層によって空気中の無菌物質、例え
ば、エアロゾル微粒子ＰＭ２．５を更にろ過して、病原
菌の感染リスクを防止し且つ保護空間への有害ガスの侵
入を断絶する効果を達成することができる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
カバー本体と、該カバー本体に設けられる密着部と、該カバー本体内に形成される保護空
間とを含み、該カバー本体は、抗菌外層とフィルタ層とが互いに積層されて形成される滅
菌基布を有し、該抗菌外層は外部空間に向いており、該フィルタ層は該保護空間に隣接し
ており、該密着部は、該保護空間を該カバー本体の外側の外部空間から遮断するように、
該カバー本体を密着させるための突き合わせ縁部を有する滅菌カバー。
【請求項２】
該抗菌外層は、複数の抗菌フィラメントが互いに密接に絡み合ってなるものであり、該複
数の抗菌フィラメント間には通気孔が形成され、且つ該複数の抗菌フィラメントは複合抗
菌樹脂粒子を有する請求項１に記載の滅菌カバー。
【請求項３】
該カバー本体は、物体が入るための開口を有し、該密着部の該突き合わせ縁部は、該保護
空間を該カバー本体の外側の外部空間から遮断するように、該カバー本体を密着させ、且
つ該開口と該保護空間とを連通させて、開放状態を形成する請求項１に記載の滅菌カバー
。
【請求項４】
該カバー本体は密封面を有し、該密着部の該突き合わせ縁部は、該密封面及び該保護空間
を該カバー本体の外側の外部空間から遮断するように、該カバー本体を密着させて、密封
状態の該保護空間を形成する請求項１に記載の滅菌カバー。
【請求項５】
該カバー本体の滅菌基布は抗菌内層を更に含み、該抗菌内層は、該フィルタ層に積層され
、該抗菌外層から離れており、且つ該保護空間に近接している請求項１に記載の滅菌カバ
ー。
【請求項６】
該抗菌内層は、複数の抗菌フィラメントが互いに密接に絡み合ってなるものであり、該複
数の抗菌フィラメント間には通気孔が形成され、且つ該複数の抗菌フィラメントは複合抗
菌樹脂粒子を有する請求項５に記載の滅菌カバー。
【請求項７】
該抗菌内層は、複数の口腔消毒フィラメントが互いに密接に絡み合ってなるものであり、
該複数の口腔消毒フィラメント間には通気孔が形成され、且つ該複数の口腔消毒フィラメ
ントは複合殺菌分子を有する請求項５に記載の滅菌カバー。
【請求項８】
該カバー本体は透明窓が更に設けられている請求項１に記載の滅菌カバー。
【請求項９】
空気感知装置を更に含み、該空気感知装置は、該カバー本体に設けられ、外部の空気情報
を検出するためのものであり、無線伝送方式で該空気情報を外部の電子機器に伝送する請
求項１に記載の滅菌カバー。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
滅菌カバー、特に、細菌、ウイルスを消滅させることができる滅菌カバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
近年の衛生環境への意識の高まり、及び、一般の風邪、インフルエンザ、エンテロウイル
ス及びここ数年話題となっている新型感染病、例えば、コロナウイルスの影響を受けるよ
うになった。従って、医療用防護材は、一般的に医療関係者や患者に使用されるものであ
るが、医療用防護材によって自身の健康や安全を守ることが必要不可欠となった。
【０００３】
そして、医療用防護材は、その種類が様々であり、例えば、防護服、フード又は隔離に使
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用される移動式医療用テント等があり、何れも利用者が病原菌に直接接触し、病原菌が入
体内に侵入して健康に危害を及ぼすことを防ぐためのものである。しかし、医療用防護材
は、外部の病原菌が体内に侵入することは防ぐことができるが、外部の病原菌は依然とし
て医療用防護材の外面に長時間留まり、利用者が医療用防護材を着脱又は医療用防護材の
使用状態を調整する等の過程において、医療用防護材の外面に直接接触することになり、
目、口、鼻又は体の任意の部位に更に接触すると、医療用防護材の外面に留まっている病
原菌が利用者の体内に非常に侵入しやすく、利用者の健康に危害を及ぼすことになる。或
いは、利用者が患者である場合、自身の呼吸又は唾に有する病原菌が医療用防護材の内面
に付着して、病原菌の繁殖及び繰り返される感染が患者の健康に更なる危害を及ぼすだけ
でなく、医療用防護材が移動式医療用テントである場合は、他人にも接触感染のリスクを
負わせることになる。従って、上述の従来の技術課題及び欠陥を如何に解決するかが、当
業者にとって緊急に研究開発すべき課題となっている。
【考案の概要】
【０００４】
本考案に係る主な目的は、カバー本体の抗菌外層を利用して、細菌、ウイルスを先に消滅
させて、接触感染のリスクを回避できるだけでなく、繰り返し使用して寿命を伸ばすこと
もでき、防護材の廃棄物の発生を減少させ且つ環境保護の課題に対応できることにある。
【０００５】
本考案に係る次なる目的は、カバー本体の抗菌外層を利用して、外部の空気中の細菌、ウ
イルスを消滅させると同時に、抗菌内層によって患者自身が吐き出すことにより発生する
細菌、ウイルスを消滅させて、自分自身や他人の健康を全面的に守ることを実現すること
にある。
【０００６】
上述の目的を達成するために、本考案に係る滅菌カバーは、カバー本体と、カバー本体に
設けられる密着部と、カバー本体内に形成される保護空間とを含む。カバー本体は、病原
菌を消滅させる抗菌外層とフィルタ層とが互いに積層されて形成される滅菌基布を有し、
抗菌外層は外部空間に向いており、フィルタ層は保護空間に隣接している。密着部は、保
護空間をカバー本体の外側の外部空間から遮断するように、カバー本体を密着させるため
の突き合わせ縁部を有する。
【０００７】
以下に、本考案の目的、技術内容、特徴及びその達成効果をより理解しやすくするために
、具体的な実施例を通じて詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】は、本考案に係る第１実施例の構造模式図である。
【図２】は、本考案に係る第２実施例の構造模式図である。
【図３】は、本考案のカバー本体の構造断面図である。
【図４】は、本考案の別のカバー本体の構造断面図である。
【図５】は、本考案に係る第３実施例の構造模式図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
発明者は、従来の医療用防護材には何れも細菌、ウイルスを消滅させる機能がないことに
起因して、人々が医療用防護材を使用したとしても、医療用防護材の表面に付着された細
菌、ウイルスに接触しやすく、接触感染を引き起こして人体の健康に危害を及ぼす高いリ
スクを解決するために、長年の研究及び開発を重ねて、従来の製品の問題を改善すること
を試みており、本考案が滅菌カバーで最も効率的な機能要件を如何に実現するかについて
は、後で詳述する。
【００１０】
本考案に係る第１実施例の構造模式図である図１を参照されたい。滅菌カバー１００は、
カバー本体１と、カバー本体１に設けられる密着部２と、カバー本体１内に形成される保
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護空間３とを含む。密着部２は、保護空間３をカバー本体１の外側の外部空間から遮断す
るように、カバー本体１を密着させるための突き合わせ縁部２１を有する。密着部２は、
ジッパー、面ファスナ、雌雄型バックル又は縫製タイプ等であるが、密着部２の構造設計
はこれに限定されず、カバー本体１を密着させることができれば、何れも本考案の請求の
保護範囲内に属する。ここで、カバー本体１は、物体が入るための開口１２を有し、密着
部２の突き合わせ縁部２１は、保護空間３をカバー本体１の外側の外部空間から遮断する
ように、カバー本体１を密着させ、且つ開口１２と保護空間３とを連通させて、開放状態
を形成する。カバー本体１は、滅菌カバー１００の外部の様子が見えるように、透明窓４
が更に設けられている。例を挙げると、滅菌カバー１００は、病室で使用される場合、滅
菌カバー１００の開口１２が各々の病床に被せられて設けられ、病床が保護空間３内に位
置することになり、医療関係者や患者の両方に保護力を有する。
【００１１】
更に、図２に示すように、それは、本考案に係る第２実施例の構造模式図である。第２実
施例における第１実施例と同じ構成要素は同じ符号を有し、同じ部分については説明を省
略する。カバー本体１は、密封面１３を有し、密着部２の突き合わせ縁部２１は、密封面
１３及び保護空間３をカバー本体１の外側の外部空間から遮断するように、カバー本体１
を密着させて、密封状態の保護空間３を形成する。この実施例では、滅菌カバー１００は
、滅菌テントとして、屋外の一時的な医療用施設に適用することができ、優れた使用利便
性を備えている。
【００１２】
次に、図１及び図３を同時に参照して、殺菌効果を如何に効果的に達成するかについて詳
述する。カバー本体１は、抗菌外層１１１とフィルタ層１１２とが互いに積層されて形成
される滅菌基布１１を有し、抗菌外層１１１とフィルタ層１１２とは一体に成形されるよ
うに積層され、抗菌外層１１１は外部空間に向いており、フィルタ層１１２は保護空間３
に隣接している。ここで、抗菌外層１１１は、ウイルスを抑制する機能を有する層であり
、抗菌外層１１１は、複数の抗菌フィラメント１１１１が互いに密接に絡み合ってなるも
のであり、複数の抗菌フィラメント１１１１間には通気孔が形成され、且つ複数の抗菌フ
ィラメント１１１１は複合抗菌樹脂粒子１１１２を有する。
【００１３】
滅菌カバー１００が使い捨ての滅菌カバーである場合、抗菌フィラメント１１１１は抗菌
繊維であり、抗菌外層１１１は、複数の抗菌繊維が分散又は交差して重ね合わされる形で
互いに密接に絡み合ってなるものであり、例えば、高圧又は粘着によって互いに結合して
一体となるように形成されるものであり、複数の抗菌繊維間には通気孔が形成され、且つ
抗菌繊維内には複合抗菌樹脂粒子１１１２が溶融されている。フィルタ層１１２は、静電
気メルトブローン不織布又はナノフィルタメルトブローン不織布である。もちろん、滅菌
カバー１００が布滅菌カバーであってもよく、その場合には、抗菌フィラメント１１１１
は抗菌ヤーンであり、抗菌外層１１１は、複数の抗菌ヤーンが互いに織り合わされて密接
に絡み合ってなるものであり、複数の抗菌ヤーン間には通気孔が形成され、複数の抗菌ヤ
ーンには複合抗菌樹脂粒子１１１２が溶融されているか、又は抗菌ヤーンは染色仕上げ方
法によって複合抗菌樹脂粒子１１１２を内部に有する。ここで、複合抗菌樹脂粒子１１１
２は、有機抗菌剤物質と無機抗菌剤物質とを混合して作製され、抗菌外層１１１は、滅菌
カバー１００を通過する外部の空気中に含まれる病源、例えば、ウイルス、細菌を消滅さ
せるためのものである。
【００１４】
そして、複合抗菌樹脂粒子１１１２は、有機抗菌剤物質と無機抗菌剤物質という異なる種
類の抗菌剤物質を最適に混和して作製され、本考案の複合抗菌樹脂粒子１１１２からなる
ウイルスを抑制する抗菌外層１１１の特性は、相乗効果、補完的な利点を有するため、自
然界における有害な細菌、真菌及びウイルス等の微生物に対して優れた総合的な抑制及び
殺滅効果を持つ。例を挙げると、抗菌外層１１１中の抗菌剤の正に帯電した無機成分が微
生物の細胞膜（例えば、細菌、真菌、ウイルス等）に接触すると、負に帯電した細胞膜と
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クーロン引力が生じて、両方が堅牢に結合され、細胞壁の破裂をもたらして、細胞内の物
質（例えば、ヌクレオチド、アミノ酸、タンパク質等）が溶出し始める。抗菌剤が様々な
細胞内の基（例えば、アミノ基、ＳＨ基等）と反応することにより、酵素は活性をなくし
、タンパク質は凝固し、核酸、タンパク質の合成は阻止され、細胞の機能及び構造は破壊
されて、活性をなくし、仮死状態に入るようになる。微生物の遺伝暗号ＤＮＡ／ＲＮＡが
複製できないと、細胞は再繁殖できない。仮死細胞は、生殖に必要な養分を吸収できず、
徐々に死滅し、その死滅過程で、同類の細胞が近づくのを阻止する危険信号を伝達し続け
、優れた抑制及び防止効果を更に発揮する。
【００１５】
滅菌カバー１００が着用する形態、例えば、フード、防護服等である場合、又は、滅菌カ
バー１００が滅菌テントである場合、透明窓４を通して滅菌カバー１００の外部の様子を
見ることができる。滅菌基布１１の外面は外部の空気と接触しており、空気中の病源には
、病原性ウイルス、エンテロウイルス、インフルエンザウイルス、細菌のうちのいずれか
１つ又は２つ以上の組み合わせが含まれる。従って、抗菌外層１１１を利用して、病源を
先に消滅させた後、効果的なろ過を実現することにより、無菌物質を生成した後、フィル
タ層１１２によって有害物質、例えば、エアロゾル微粒子ＰＭ２．５を更にろ過して、清
潔で無害な空気を保護空間３内に通すことにより、利用者の健康を守る。フィルタ層１１
２が静電気メルトブローン不織布（Ｍｅｌｔ－Ｂｌｏｗｎ　Ｎｏｎ－Ｗｏｖｅｎ、ＭＢ）
又は静電気メルトブローン不織布複合吸着不織布又はナノフィルタメルトブローン不織布
であると、フィルタ層１１２における静電効果により、先ず病源を抗菌外層１１１に吸着
させて、抗菌外層１１１によって病源を先に消滅させることができる。静電気メルトブロ
ーン不織布の繊維間で発生する隙間は低い圧力損失特性を示すため、優れた化学分子吸着
性を備える以外に、メルトブローンポリプロピレン繊維の粘着特質により、高いろ過効率
も備える。
【００１６】
ここで、フィルタ層１１２は、ＰＴＦＥフィルタ層であり、ポリテトラフルオロエチレン
を原料とし、特殊なプロセスを用いて、圧延、押出、二軸延伸等の方法によって作成され
る微孔性薄膜である。その膜表面は、１平方センチメートルあたり数十億個の微孔を有す
ることができ、各微孔の直径（０．１μｍ～０．５μｍ）は、水分子の直径（２０μｍ～
１１０μｍ）より数百倍小さく、水蒸気分子（０．０００３μｍ～０．０００４μｍ）よ
り数万倍大きく、水蒸気は通過できるが、水滴は通過できないようになっているため、滅
菌カバー１００の小分子をろ過する物質としてＰＴＦＥフィルタ層を用いることで、高い
ろ過効率を有するたけでなく、優れた通気効果も有することになる。或いは、フィルタ層
１１２は、ろ過効率の高いメルトブローン不織布又はナノ繊維フィルタ層である。
【００１７】
更に、図４に示すように、滅菌基布１１は抗菌内層１１３を更に含み、抗菌内層１１３は
、フィルタ層１１２に積層され、抗菌外層１１１から離れており、且つ保護空間３に近接
している。滅菌カバー１００がフェイスガード又はヘッドウェア付きの防護服である場合
、抗菌内層１１３は、着用者の顔の皮膚表面に接触するものであり、複合短繊維又はエポ
キシ樹脂不織布であり、着用者の吐き出す熱気を吸着して、接触面にサラッとした快適さ
を与えることができる。上述により、外部の空気が抗菌外層１１１及びフィルタ層１１２
を経由して、着用者の顔に接触する抗菌内層１１３に到達した場合、より新鮮で無菌の空
気を着用者に提供することができる。
【００１８】
ここで、滅菌カバー１００がフェイスガード又はヘッドウェア付きの防護服である場合、
着用者が患者であると、抗菌外層１１１を利用して外部の空気中の細菌、ウイルスを消滅
させる以外に、抗菌内層１１３は抗菌機能を備えていてもよく、抗菌内層１１３によって
、利用者自身が吐き出すことにより発生する細菌、ウイルスを消滅させる。抗菌内層１１
３は、複数の口腔消毒フィラメント１１３１が互いに密接に絡み合ってなるものであり、
複数の口腔消毒フィラメント１１３１間には通気孔が形成され、且つ複数の口腔消毒フィ
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ラメント１１３１は複合殺菌分子１１３２を有する。滅菌カバー１００が使い捨ての滅菌
カバーである場合、口腔消毒フィラメント１１３１は口腔消毒繊維であり、抗菌内層１１
３は、複数の口腔消毒繊維が分散又は交差して重ね合わされる形で互いに密接に絡み合っ
てなり得るものであり、複数の口腔消毒繊維間には通気孔が形成され、且つ複数の口腔消
毒繊維内には複合殺菌分子１１３２が溶融されているか、又は口腔消毒繊維は染色仕上げ
方法によって複合殺菌分子１１３２を内部に有する。複合殺菌分子１１３２は、有害な細
菌、真菌及びウイルス等の微生物を抑制及び殺滅する効果を持ち、且つ複数の口腔消毒繊
維が分散又は交差して重ね合わされる形で互いに密接に絡み合ってなる抗菌内層１１３は
、吸水性及び通気性を有する。ここで、口腔消毒繊維は食品グレードの繊維材料であるた
め、安全で毒性がなく、人体の皮膚に刺激がないという利点を有する。滅菌カバー１００
が水洗いと繰り返し使用が可能な布滅菌カバーである場合、口腔消毒フィラメント１１３
１は口腔消毒ヤーンであり、抗菌内層１１３は、複数の口腔消毒ヤーンが互いに織り合わ
されて密接に絡み合ってなり得るものであり、複数の口腔消毒ヤーン間には通気孔が形成
され、口腔消毒ヤーンには複合殺菌分子１１３２が溶融されているか、又は口腔消毒ヤー
ンは染色仕上げ方法によって複合殺菌分子１１３２を内部に有する。
【００１９】
更に、図５に示すように、滅菌カバー１００は空気感知装置５を更に含み、空気感知装置
５は、カバー本体１に設けられ、外部の空気情報、例えば、エアロゾル微粒子ＰＭ２．５
、窒素、メタン、エタン、エチレン、一酸化炭素、ニトロベンゼンの蒸気、シアン化水素
、硫化水素等の有害ガスを検出するためのものであり、空気感知装置５が検出した有害ガ
スの空気情報が人体の健康に危害を及ぼす濃度に達すると、無線通信、ＷＩＦＩ、無線周
波数（ＲＦＩＤ）、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）、赤外線等の無線伝送方式で
、空気情報を外部の電子機器６に伝送し、外部の電子機器６は、スマートウォッチ、スマ
ートフォン、コンピュータ、サーバ等であり得る。このようにして、置かれた環境の空気
情報をリアルタイムで監視することができ、利用者の健康や安全に対する警告や保護効果
を高めることができる。
【００２０】
要約すると、本考案は、滅菌カバー１００の外面に吸着された病原菌を予め消滅させて、
利用者（又は着用者）が病原菌に接触する感染リスクを解決すると同時に、抗菌内層１１
３によって、利用者自身が吐き出すことにより発生する細菌、ウイルスを消滅させて、滅
菌カバー１００の保護空間３内を無害で新鮮な空気で充填すると共に、フィルタ層１１２
によって有害物質、例えば、エアロゾル微粒子ＰＭ２．５を効果的にろ過して除去するこ
とにより、自分自身や他人の健康を全面的に守ることを実現する。滅菌カバー１００が布
滅菌カバーである場合、環境保護の課題に対応するように、繰り返し洗浄及び繰り返し使
用することができるだけでなく、医療用防護材の廃棄物の発生及び資源浪費の問題を効果
的に解決することができる。更に、本考案は、外部の空気情報を検出して、リアルタイム
で監視することを実現し、利用者の安全や健康を効果的に守ることができる。
【００２１】
上述のものは、本考案の好ましい実施例にすぎず、本考案を実施する範囲を限定するもの
ではない。従って、本考案の請求の範囲に記載された特徴及び精神に基づき加えられた同
等の変化又は修飾は、全て本考案の請求の範囲内に含まれるべきである。
【符号の説明】
【００２２】
１００　滅菌カバー
１　カバー本体
１１　滅菌基布
１２　開口
１３　密封面
１１１　抗菌外層
１１１１　抗菌フィラメント
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１１１２　複合抗菌樹脂粒子
１１２　フィルタ層
１１３　抗菌内層
１１３１　口腔消毒フィラメント
１１３２　複合殺菌分子
２　密着部
２１　突き合わせ縁部
３　保護空間
４　透明窓
５　空気感知装置
６　外部の電子機器

【図１】 【図２】

【図３】
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